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ベラルーシ公開情報とりまとめ 

（9 月 16 日～9月 22 日） 

2017 年 9月 25 日 

在ベラルーシ大使館 

 

【主な出来事】 

●ベラルーシ・ロシア両国合同軍事演習「ザーパド 2017」の実施（9 月 14 日～20日） 

●マケイ外務大臣が国連総会で演説（9月 22 日） 

●モンゴル食糧・農牧業・軽工業省セルゲレン大臣一行のベラルーシ訪問（9月 16 日～20 日） 

 

内政・外交 

【ルカシェンコ大統領動静】 

●ロシアとの合同軍事演習視察 

9月 20日，ルカシェンコ大統領は，ロシアとの合

同軍事演習「ザーパド 2017」を視察するためにボ

リソフ演習場を訪れた。同大統領は，同演習は主

にベラルーシ領内で行なわれるが，大規模な演習

がペテルブルグで行なわれるため，露プーチン大

統領は北部（ペテルブルグ）の演習を監督・視察し，

ベラルーシ大統領たる自分はこの演習の中心部

を視察することになったと述べた。露軍の駐留に

関し，同大統領は一週間後には話題にすらならな

くなるだろうと述べ，ベラルーシは攻撃的な国では

ないので，戦禍を被ったことはあっても戦端を開い

たことはないと強調した。 

（9 月 20 日付大統領サイト） 

 

【内政】 

●反政府集会の予定 

9月15日，保守キリスト教党（野党）は，「自由な

ベラルーシ」をスローガンに掲げて 9 月 30 日に映

画館「キエフ」前の広場で集会を行なうための申請

書を 14 日付でミンスク市役所に提出したと発表し

た。同集会の目的はベラルーシ国内における露軍

の存在に反対することで，露軍は演習終了後 9 月

30 日までにベラルーシ領内から撤収することに

なっている。 

（9 月 15 日付ベラパン通信） 

 

●OSCE 民主制度・人権事務所による報告書 

9 月 19 日，当地人権擁護団体「春」によれば，

欧州安全保障協力機構（OSCE）民主制度・人権

事務所（ODIHR）はワルシャワで開催された会議で

報告書「国家の責務：OSCE 加盟国における人権

擁護団体の保護（2014～2016）」を採択した。同報

告書では，2014～2016 年のベラルーシにおいて

人権擁護団体の合法的な活動が妨害された数多

くの事例が指摘されている。 

（9 月 19 日付ベラパン通信） 

 

●三者コンタクト・グループ会合の開催 

9月 20日，ミンスクでウクライナ東部での紛争を

解決するための三者コンタクト・グループ会合が開

催された。 

・サイディック欧州安全保障協力機構（OSCE）特

別代表は，新学期停戦の宣言後，死傷者数は減

少しているものの，本年初めからの総死傷者数が

昨年を上回ることがあってはならない旨述べた。

同特別代表は，紛争当事者間での捕虜交換プロ

セスが活発化している旨述べた。また同特別代表

は，経済問題作業部会で，給水にとって極めて重

要なインフラを構成する施設の安全確保の問題が

取り上げられた他，スタニツァ・ルハンスクの橋へ

のアクセス復旧に関し，ウクライナ側が国際赤十

字委員会によるプロジェクトの実施に同意した旨

指摘した。 

・同特別代表は，OSCE 特別監視団の安全確保の

ために国連の平和維持部隊を派遣するというプー

チン露大統領の提案に関する質問に対し，本件が

三者コンタクト・グループの枠組みでは協議されて
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いないとした上で，個人的には本提案を歓迎する

旨述べた。 

（9 月 20 日付ベラパン通信，国営ベルタ通信） 

 

【外交】 

●国連総会の機会を活用した外相会談 

9月20日，ニューヨークで開催中の第72回国連

総会に出席中のマケイ外務大臣は，集団安全保

障条約機構（CSTO）加盟国の外務大臣との会談

を実施した。会談後，「国際テロに対抗する共同宣

言」，「世界での包括的な安定の確保に関する共

同宣言」，「アフガニスタンの状況と同国北部地域

における国際テロ及び原理主義者の勢力拡大に

伴う脅威に関する共同宣言」が署名された。また

同大臣は非同盟運動諸国や，アイルランド，ス

ウェーデン，ベネズエラ，パキスタン，米各国の外

務大臣との会談を行った。 

（9 月 21 日付ベラパン通信，22 日付国営ベルタ通

信） 

 

●マケイ外務大臣による国連演説 

 9 月 21 日，マケイ外務大臣は国連総会において

演説を行った。 

・近年，政治的な分裂と経済のグローバル化が同

時進行している。政治的分裂は冷戦を終わらせる

ことができないでいることによる世界的な政治的不

安定と関係がある。昨年，ルカシェンコ大統領は，

1970年代のヘルシンキプロセスに代わる新たな交

渉プロセスというイニシアチブを提唱した。ベラ

ルーシはこの新たなプロセスのための場を提供す

る用意があり，ミンスクは古いものとまだ生まれて

いない者とを結ぶ橋となる用意がある。 

・グローバル化の進展により，全地球的な前進と

経済発展が促進されている。地域統合は現在の

世界から切り離す事のできない要素であり，ベラ

ルーシは地域統合機関同士が連携する「統合の

統合」アプローチという考え方を活発に推し進めて

いる。中国による「一帯一路」イニシアチブは，多

国間経済関係の新たな視点であり，個々の参加

国全てだけでなく，世界経済全体にとってメリットと

なることを目的としている。ベラルーシはこのイニ

シアチブに積極的に参加し，全面的に支持する。

「統合の統合」と「一帯一路」イニシアチブは，世界

経済を分裂ではなく合流する軌道へと載せるもの

である。 

・新しい国連事務総長は，包括的な改革プロセス

を開始した。ベラルーシはこれを歓迎する。改革は，

①改革は透明で論理的であり，結果志向のもので

なければならない，②改革によって官僚主義化や

加盟国への負担が増加するような事があってはな

らない，③改革にあたっては各加盟国の意見が聞

かれなければならないという 3 つの原則に忠実で

あることにより実現可能となる。 

（9 月 21 日付外務省サイト） 

 

【治安・軍事】 

●ロシアとの合同軍事演習「ザーパド 2017」を巡

る動き 

・オブザーバーのコメント 

9 月 18 日，スウェーデンからのオブザーバーで

あるミュラー大佐は，モギリョフ州オシポヴィチの

演習場で実施されたベラルーシ・ロシア両国合同

軍事演習「ザーパド2017」の訓練を視察した後，同

演習がオープンであることに満足しており，ベラ

ルーシ軍の代表はオブザーバーからのあらゆる質

問に返答していると述べた。また同大佐は，動員

兵力に関する質問に関し，陸上兵力に関する公式

発表は実態に即しているとした上で，航空機や艦

船の数については確認していない旨述べた。 

（9 月 18 日付ベラパン通信） 

・ロシア軍部隊の帰投 

ロシア国防省によれば，ベラルーシ・ロシア両国

合同演習「ザーパド 2017」に参加するためにベラ

ルーシに来ていたロシア軍西部軍管区の部隊は，

駐屯地へ帰投中。同省によれば，同演習に参加し

た航空機は既に駐屯地に帰投済み。 

（9 月 21 日付ベラパン通信） 

 

経済 

【国内経済】 

●住宅公共サービス料金：100%国民負担へ 

9 月 14 日～15 日にかけ，住宅公共サービス
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の当面の問題に関するテーマ別会合が開催さ

れた。席上，カリーニン副首相は，来年上半期

に暖房を除く住宅公共サービス料金の国民負

担率が100%まで引き上げられる旨述べた。同副

首相によれば，暖房料金は国民の所得に応じ

て段階的に引き上げられる予定。 

（9 月 16 日付ベラパン通信） 

 

●EU とベラルーシ政府の新たな協定 

9 月 15 日，経済省ウチュピン次官は，欧州連

合（EU）がベラルーシとの新たな協定案に基づ

き，企業支援として1,450万ユーロを拠出する意

向である旨述べた。またベラルーシ政府とEUは，

国家運営，教育，社会保障，金融部門の効率向

上を目的とした調査及び措置の実施のため，

600 万ユーロを拠出する協定にも署名した。 

（9 月 18 日付ベラパン通信） 

 

●ロシアからの融資 7億ドルが着金 

9月 15日，財務省はロシアからの総額 7億ド

ル相当の融資が同省の口座に全額送金された

と発表した。 

（9 月 15 日付ベラパン通信） 

 

【対外経済】 

●モンゴル食糧・農牧業・軽工業省セルゲレン

大臣一行のベラルーシ訪問 

9月 16日～20日にかけ，モンゴル食糧・農牧

業・軽工業省セルゲレン大臣一行が，ベラルー

シ・モンゴル貿易経済協力合同委員会の第 4回

会合に出席するため，ベラルーシを訪問した。 

・18 日のダプキュナス外務次官との会談におい

て，両国は，貿易，経済，政治，科学技術，人的

交流の各方面での連携を進める上での基本分

野を含む二国間協力の当面の問題，及び法的

基盤の拡大につき協議した。 

・20 日，ヴォフク産業大臣はベラルーシ・モンゴ

ル貿易経済協力合同委員会の席上，セルゲレ

ン大臣と会談し，両国の貿易経済協力につき協

議した。ベラルーシ・モンゴル合同委員会の会

合では，農業，食糧，軽工業，道路・交通，鉱業，

建設，都市計画，保健，環境，ベラルーシ製車

両のモンゴルへの輸出の各分野における連携

の見通しにつき検討された。 

・セルゲレン大臣一行は「ミンスクトラクター工場

（MTZ）」，「ベラルーシ自動車工場（BelAZ）」，

「ミンスク自動車工場（MAZ）」等のメーカーを訪

問した。また，一行は農業省や国営軽工業コン

ツェルン（ベルレフプロム）等も訪問した。 

(了) 


